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●市町村推進組織 （6）
小美玉市まちづくり組織連絡会
笠間市民憲章推進協議会
高萩市市民憲章推進協議会
土浦市まちづくり市民会議
ふれあい美花市民の会
水戸市住みよいまちづくり推進
協議会

●団体 （82）
NPO法人アスク
茨城空港利用促進等協議会

「茨城アジア教育基金」を支える会
（一社）茨城県安全運転管理協会
（一社）茨城県医師会
（公社）茨城県栄養士会
（公財）茨城県開発公社
（公財）茨城県学校給食会
茨城県学校長会

（一社）茨城県環境管理協会
（一財）茨城県環境保全事業団
（公社）茨城県看護協会
（一社）茨城県経営者協会
（一財）茨城県建設技術公社
（一社）茨城県建築士会
（一社）茨城県建築士事務所協会
（一社）茨城県高圧ガス保安協会
（一財）茨城県交通安全協会
茨城県交通安全母の会連合会
茨城県高等学校長協会
茨城県高等学校ＰＴＡ連合会

（公財）茨城県国際交流協会
茨城県国民健康保険団体連合会
茨城産業会議

（公社）茨城県歯科医師会
茨城県自治会連合会
茨城県市長会・町村会
茨城県自動車販売店交通安全対
策推進協議会
茨城県社会教育振興協議会

（社福）茨城県社会福祉協議会
茨城県商工会議所女性会連合会
茨城県商工会議所青年部連合会
茨城県商工会議所連合会
茨城県商工会女性部連合会
茨城県商工会青年部連合会
茨城県商工会連合会

茨城県少年団体連絡協議会
茨城県消費者団体連絡会
茨城県食生活改善推進員協議会

（公社）茨城県食品衛生協会
茨城県生活学校連絡会
茨城県生活協同組合連合会

（公社）茨城県青少年育成協会
茨城県青年団体連盟
茨城県セーリング連盟

（一社）茨城県造園建設業協会
（公財）茨城県体育協会
茨城県地域女性団体連絡会
茨城県中小企業団体中央会
茨城県庁生活協同組合
茨城県土地改良事業団体連合会
茨城県農業協同組合中央会
茨城県農業法人協会
茨城県ＰＴＡ連絡協議会
茨城県保育協議会
茨城県民間保育協議会

（公社）茨城県薬剤師会
茨城県幼少年婦人防火委員会

（公社）茨城県臨床検査技師会
（公財）茨城県老人クラブ連合会
いばらきコープ生活協同組合
茨城ダルク今日も一日ハウス
茨城文化団体連合
ＮＰＯ法人エコグリーンいばらき
NPO法人エコレン
かいつむりの会
笠間稲荷神社
霞ヶ浦問題協議会
学校法人木村学園 石岡幼稚園
環境保全茨城県民会議
NPO法人障害者雇用促進協会

（社福）自立奉仕会　
生活協同組合パルシステム茨城 栃木
生活支援ネットワーク・介護セブン

（社福）聖隷会 しらゆり保育園
ＮＰＯ法人筑波山環境クラブ
NPO法人ひと・まちねっとわーく
艫づな会

（公社）日本青年会議所関東地区
茨城ブロック協議会
ひたちなかユネスコ協会

（社福）芳香会
NPO法人ぽかぽかくらぶ

●企業 （104）
（株）秋山工務店
（株）あけぼの印刷社
アサヒビール（株）茨城工場
イオンリテール（株）茨城事業部

（株）石川工業所
茨城いすゞ自動車（株）
茨城県信用組合
茨城ケント販売（株）
茨城工芸産業（株）
茨城交通（株）

（株）茨城新聞社
茨城水産（株）
茨城倉庫（株）
茨城トヨタ自動車（株）
茨城トヨペット（株）
茨城日産自動車（株）

（株）茨城放送
（株）茨城ポートオーソリティ
（株）ウライ文具
ウルノ商事（株）
NTT東日本（株）茨城支店

（株）大塚製作所
大富印刷（株）

（株）笠間印刷所
鹿島都市開発（株）
鹿島埠頭（株）
鹿島臨海工業地帯企業連絡協議会
鹿島臨海鉄道（株）

（株）カスミ
株木建設（株）茨城本店

（株）沼田機業
（株）ルックアット
亀印製菓（株）
関東印刷（株）
木内酒造合資会社

（株）きど印刷所
キリンビール（株）取手工場

（株）近畿日本ツーリスト関東 水
戸支店

（株）ケーズホールディングス
（有）こうじや
（株）光和印刷
コスモ綜合建設（株）

（株）寿
五洋建設（株）茨城営業所

（株）笹目宗兵衛商店
三の丸ホテル

JX金属（株）
（株）ジョイフル本田
（株）常陽銀行
常洋水産（株）
昭和建設（株）
鈴縫工業（株）

（医）青藍会 大場内科クリニック
（医）聖和会 つくば病院
（株）セイワ食品
関彰商事（株）

（株）タイヘイ
（株）高野高速印刷
（株）タナカ
（株）田中企画　水戸営業所
（株）月の井酒造店
（株）筑波銀行
（株）つくば研究支援センター
東京海上日動火災保険（株）茨城
自動車営業部営業部第１課

（有）東京総合染色
（株）トビタ文具
トヨタＬ＆Ｆ茨城（株）

（株）トヨタレンタリース茨城
中川ヒューム管工業（株）

（株）奈良屋
（株）西山工務店
日東電気（株）
日東メンテナンス（株）
日本放送協会　水戸放送局

（株）日本クリエート茨城
日本原子力発電（株）東海事業本
部地域共生部茨城事務所
損害保険ジャパン日本興亜（株）
日本たばこ産業（株）東関東支社

（株）ヌマタ商事
ネッツトヨタ水戸（株）
ハタヤ商事（株）

（株）幡谷本店
（株）日立製作所
日立セメント（株）

（株） フジタビジネスマシンズ
（株）冨士菱
（株）双葉
（株）ヘレナメディアリサーチ
北越コーポレーション（株）関東工場
ホテル日航つくば
ホテルレイクビュー水戸

（株）水戸京成百貨店

水戸京成ホテル（株）
（有）水戸山翠商事
水戸自動車工業（株）
水戸信用金庫
水戸中央青果（株）
水戸ヤクルト販売（株）

（有）ミノワ印刷
明利酒類（株）
八幡印刷（株）
結城信用金庫

（株）竜ケ崎自動車教習所
（有）和敬ビル

●市町村（44）

　身近な地域課題を自ら解決しようとする意識を持った人財を活用し、県民の共助意識の醸成を図るとともに、県民、

NPO、団体、企業、行政が連携・協働し、身近な地域課題の解決に挑戦する県民主体の県民運動を進めます。

　また、企業や大学などと連携し、次世代を担う新たな人づくりのサポートや地域の活動支援を進めるとともに、若い世

代が県民運動に参加しやすい環境づくりを推進します。

※令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、総会を書面開催といたしました。

チャレンジいばらき県民運動は、以下の会員の皆様のほか、
個人賛助会員の皆様方のご支援とご協力により支えられています。

　「チャレンジいばらき県民運動」は、やさしさとふれあいのある茨城づくりと県民運動を通しての新

しい茨城のイメージづくりを目指すとともに、県民一人ひとりが幸せを実感できる、共助による新しい

茨城の実現に向けて、社会の課題に挑戦する県民運動を展開してまいります。

チャレンジいばらき県民運動

会員の紹介  （順不同）　 （令和2年7月1日現在）

水戸市
日立市
土浦市
古河市
石岡市
結城市
龍ケ崎市
下妻市
常総市
常陸太田市
高萩市
北茨城市
笠間市
取手市
牛久市
つくば市
ひたちなか市
鹿嶋市
潮来市
守谷市
常陸大宮市
那珂市

令和
2年度

筑西市
坂東市
稲敷市
かすみがうら市
桜川市
神栖市
行方市
鉾田市
つくばみらい市
小美玉市
茨城町
大洗町
城里町
東海村
大子町
美浦村
阿見町
河内町
八千代町
五霞町
境町
利根町

●県（1）
茨城県（女性活躍・県民協働課）

●個人会員（227人）
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　活動事例発表では、つくば市ネットワーカーの会とＴＲＩＣＯＬＯＲ(常磐大学・常磐短期大学)が、連携・

協働で実施したワークショップについて紹介。世代を超えて活動した体験を今後にも活かしたいと結びま

した。また、市町村協議会の報告では、花によるおもてなし活動に加え、ママサークルと連携して実施し

た３世代交流企画の成功事例なども発表されました。その後、県内５ブロックに分かれた情報交換・意

見交換の場では、新型コロナウイルスの影響でどのように活動していけば良いのかという悩みが多く聞かれ

る一方、「新しいことをやりたい！」といった向上心あふれる意見や、活動の連携を呼びかける場面もあり、 

今後に向けた活動の輪を広げることができました。

　事務局による今年度事業計画・予算説明に続き、これからの新し

い取り組みについて自由討議が行われました。地域の魅力発信や食

品ロスの改善、有効な広報媒体の活用など、これまでの活動で感じ

た課題から複数の事業提案が挙げられ、それらを集約し新事業とし

て取り組んでいくことになりました。特に令和2年度は、魅力発信と

ＩＴ活用を強化し、プロジェクト方式で取り組むことを決定しました。

　今後も、県民活動推進員の皆さんのご協力のもと、県民運動の

推進、共助による地域づくりに取り組んでまいります。

　県内各地域で県民運動を広げ、地域の人たちのネットワークづくりや住みよ

い茨城づくりに取り組んでいる地域活動員（ネットワーカー）。その代表の皆さん

が一堂に会し、活動事例発表や今後に向けての情報交換などを行いました。 

　チャレンジいばらき県民運動では、県民活動推進員の皆さんに協力をいただき、各種事業を効

果的・円滑に推進しています。今年度、新たに加わった４名の皆さんは委嘱状を交付された後、「こ

れまでに地域活動等で培った経験を県民運動に活かしていきたい」と意気込みを語りました。
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チャレンジいばらき県民運動
ネットワーカー募集中!

地域活動員（ネットワーカー）は、居住する地域において、地域の人たちの
ネットワークづくりや住み良い地域づくりに取り組んでおり、現在、約960名
の方 が々県内各地で活躍しています。皆さんも、一緒に活動しませんか?

詳しくは、
お住まいの市町村へ
お問い合わせください。

令和
2年度

第1回

令和
2年度
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コミュニティワーク実践講座
皆さんの地域活動に活用してみませんか？

　令和元年度は、県内外で活躍されている方 を々講師にお招きし、地域課題解決のため

の手法を連続講座で学びました。

　講座は、講師から学ぶだけではなく、受講者同士がワークショップ形式で意見交換で

きる内容となっていたため、毎回、受講者の笑顔が溢れ、リラックスした雰囲気の中、熱

心な学びあいの場となっていました。

　この講座記録等をまとめた冊子とパンフレットを作成し、交流サルーンいばらきで閲覧

と貸出を行っています。また、ポータルサイトを開設し、事業内容や、県内のコミュニティ

ワーカーを紹介しています。ぜひご活用ください。

　今年度は、連続講座（講座４回、交流会１回予定）に加えて、新たに、地域課題の解

決支援のためにコミュニティワーカーを地域に派遣する「派遣事業」を実施する予定です。

申込方法は、ポータルサイトまたは、以下の「講座の受講・派遣に関するお問い合わせ先」

までご連絡ください。地域で活動されている皆様のご参加、派遣申込をお待ちしています。

　チャレンジいばらき県民運動では、令和元年度から、身近な地域課題

を自ら解決するための手法を学ぶ「コミュニティワーク実践講座」をNPO

法人セカンドリーグ茨城と協働で実施しています。

地域課題解決の手法です。当事者一人ひとりの声を
聞き、当事者同士が支えあう場を作ることで、当事
者自らによる課題発見、解決に導きます。

「一人ひとりが、楽しみながら、自分ら
しさを活かせることがとても大切だと
学びました」

人間関係が発生するす
べての現場で役立ちそ
うです！

受講者
の声

NPO法人セカンドリーグ茨城

交流サルーンいばらき

Tel.029-297-7040  E-mail：info@2nd-league-i.com

https://communitywork-i.net/

Tel.029-302-2160  E-mail：saloon@challenge-ibaraki.jp

講座の受講・派遣に関するお問い合わせ先

冊子・パンフレットの閲覧・貸出に関するお問い合わせ先

茨城コミュニティワーク ポータルサイト

コミュニティワークとは

写真は令和2年1月12日と令和2年2月9日に
撮影したものです。
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一般社団法人 ＬＡＮＳ(ランズ)

認定ＮＰＯ法人 茨城ＮＰＯセンター・コモンズ

　コモンズでは、常総市鬼怒川水害の被災地に、子育て支援や多世代

交流等を目的として「えんがわハウス」を整備しました。この地域には

外国籍の住民が多く、日本語でのコミュニケーションを始め、多くの課

題を抱えている人が多いことから、県の助成金を活用して、えんがわハ

ウス内で外国人ピアサポーターによる相談を始めとした外国人支援拠点

の運営を開始しました。今年度は、助成事業とは別に、バイリンガルス

タッフを配置した多文化保育施設「はじめのいっぽ保育園」の認可も下り、

子どもから大人まで気軽に利用して頂ける施設にしていきたいです。

　生活困窮、ＤＶ、障害、高齢等、様々な事情で住まいが

確保出来ない人達を受け入れるアパート、シェアハウスを運営

し、住居支援を行っています。また、今の生活を見直して「循

環を良くする」ことで、より安心して暮らせるようなサポートも

行います。今後は、シェアハウス、アパートの運営数を増やし

て支援の輪を広げること、また、福祉と住宅が融合した「セー

フティネット住宅」という考え方を広め、その数を増やすこと

を目標にしています。

「自分が出来る事」で
　　「誰かの役に立つ」活動を
　増やしていく

「帰る場所がある」
　　安心感が生活の
　循環を良くしていく

少子高齢化等により喫緊の地域課題が増えていますが、それらの解決に向けた取組み
を支援するため、令和元年度から新たに、県と市町村が連携した提案型の助成事業を
開始しました。

共助社会づくり支援事業提案型

■提案型共助社会づくり支援事業に関するお問い合わせ先  茨城県 県民生活環境部 女性活躍・県民協働課  Tel.029-301-2175

つくば市

水戸市

代表　浅井 和幸さん

代表　横田 能洋さん

シェアハウスでは、
●キッチン・浴室・トイレは共同で使用しています。
●�個室には、エアコン・ふとん等生活に必要なものが備え付けられている他、

施錠もでき、プライベート空間が確保されています。
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文書作成や活動に関するインター
ネット検索が可能。

　交流サルーンいばらきは、NPOやボランティア団体などの地域活動を行う方々 にご利用いただける、多機能オープン

スペースです。会議室、印刷機、パソコン等の利用ができるほか、地域活動の参考となる資料や書籍も閲覧できます。

皆様の活動にご活用ください。

交流サルーン
 いばらき

サルーン寺 子 屋
交流サルーンいばらきでは、年に 3 回、地域活動を行う方や地域活動に興
味のある方を対象に講座を開催しています。今年度は、リモートでの開催を
検討中！ 開催日時は、ホームページで告知いたします。

水戸市三の丸１-５-３８ 茨城県三の丸庁舎２階お問い
合わせ

会議室
大判印刷機

フリースペース

印刷機 メールボックスパソコン＆プリンター 紙折機＆丁合機
有料 予約優先

無料 予約優先

無料 登録制無料 予約不可

無料 予約不可

無料 予約優先

有料 予約優先

150円/m （用紙幅61cm）

製版代100円/版  (白黒のみ)
30分/回

B５～A3サイズに対応

収容定員20名 （テーブル６台、イス20脚）

収容定員40名 （テーブル14台、イス40脚）

横断幕やポスターのカラー印
刷が可能。

大判印刷機が新しくなりました！
以前よりも、速く綺麗に印刷できるように
なりました。ぜひご利用ください。打ち合わせや印刷後の軽作業などに使用

できるオープンスペース。

郵便物の受け取りができる団体専
用の郵便箱。

平日・土日
（火曜日・祝日・年末年始は休館）

〔開館時間〕
9:30～12:00、13:00～17:45

※印刷は用紙持参により何枚でも可能。

※予約優先の各サービスは、ご利用日の 3 か月前から予約できます。電話または来所にて申込みをしてください。（予約状況は、ホームページでご確認いただけます。）
※機器類は、利用者ご自身で操作をお願いします。　※現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会議室及びフリースペースの座席数を制限させていただいております。

交流サルーンいばらき
Tel.029-302-2160 Fax.029-233-0030

各サービスや講座の詳細は、お気軽にお問い合わせください。

ホームページ ▶ https://challenge-ibaraki.jp/saloon.html
E-mail ▶ saloon@challenge-ibaraki.jp
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　茨城県で暮らす外国人が、安心して暮らせる多文化共生社会を目指すため、生活支

援の課題や外国人技能実習生の実態、交流の機会づくりについて話し合いました。

　様 な々分野の方から現状を教えていただき、今出来ることは何か考えました。

「外国人従業員や家族も安心できる地域に」

「外国人の避難訓練について」 「新型コロナウィルスの情報提供について」

全体会

分科会

横田 能洋氏（認定ＮＰＯ法人茨城ＮＰＯセンター・コモンズ）　藤本ステラ・マリス・ユリコ氏（通訳）
笠原 昌氏（荒井農事）　高城 裕氏（特別養護老人ホームやさと）　加藤 仁郎氏（日立さくら日本語学校）

話題
提供

テーマ① テーマ②

チャレンジいばらき

手作りマスク
プロジェクト

　生活学校の皆さんの熟練の技により作られ

た立体型のマスクは、その後県内の福祉団体

へ配布され、後日、マスクを受け取った子ども

たちから感謝のメッセージがよせられました。

　新型コロナウイルス感染症の影響に

より全国的にマスクの品薄状態が続く

中、チャレンジいばらき県民運動と茨

城県生活学校連絡会では、手作り布

マスク200枚を、5月13日に茨城県社

会福祉協議会へ寄贈しました。

in 茨城2020
～ 多文化共生を考える～ 令和2年2月19日(水)　県南生涯学習センター

円地 会卓域 議
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花いっぱい運動定着化促進事業

応募用紙は、県内の公共施設などで配布しております。
また、チャレンジいばらき県民運動のホームページからもダウンロードいただけます。

花壇づくりを応援します

支援内容

締め切り

応募方法

令和2年8月1日発行　 〔発行〕 チャレンジいばらき県民運動　〔編集〕 県民活動推進員 （魅力発見・発信グループ）

チャレンジいばらき県民運動 広報紙

チャレンジいばらき県民運動 事務局
〒310-0011 茨城県水戸市三の丸1-5-38　Tel.029-224-8120　Fax.029-233-0030
ホームページ ▶ https://challenge-ibaraki.jp　E-mail ▶ info@challenge-ibaraki.jp

I N F O R M A T I O N

　チャレンジいばらき県民運動では、茨城県内各地域の

情報や、地域活動員（ネットワーカー）の活動の投稿記

事を募集しています。投稿していただいた内容は、広報紙

「ちゃれいばレター」や当県民運動ホームページ上でご紹

介していきます。ぜひ、お気軽に投稿してください。

ホームページ上の
「地域活動投稿フォーム」に、
記事や写真を入力してください。

　チャレンジいばらき県民運動では、福祉、環境、青

少年、防犯など様 な々分野での地域活動・市民活動を、

県民・団体・企業・行政が手を繋いで支え合い、共助に

よる新しい茨城の実現に向けて、社会の課題に挑戦す

る県民運動を展開しています。このような趣旨にご賛同

され、運動に参加していただける団体・企業、個人の会

員を募集しております。

★団体会費（年）10,000円

★個人会費（年）   2,000円

投稿方法

投稿記事を
募集しています！ 会員募集

チャレンジいばらき県民運動

お問い
合わせ

　花づくりを通した地域コミュニティの再生・活性化を図ることを目的に、花いっ

ぱい運動に継続して取り組んでいる、または取り組もうとしている団体（自治会、

子ども会、高齢者クラブ等）や学校を支援しています。

支援金 5万円以内（1団体・学校あたり）
令和2年9月30日（水） 郵便の場合▶︎当日の消印有効メールの場合▶︎必着

応募用紙に必要事項を記入の上、活動時や花壇の写真を
添えてチャレンジいばらき県民運動まで提出してください。

主催：チャレンジいばらき県民運動　公益財団法人げんでんふれあい茨城財団

支援団体募
集中

レジ袋有料化が７月1日から全国一律でスタートしました！
　これを機会に、マイバッグの持参など、ライフスタイルを見直

し環境のために出来ることを考えてみましょう。チャレンジいばら

き県民運動では、環境問題への取り組みを推進しています。

　海洋プラスチックごみ問題などの解決に向けた第一歩

として、プラスチック製買物袋（いわゆるレジ袋）が有料

化されました。


